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The皿umerical caiculatio皿aS血陀e leve上野Stem aP担ied to也e血ne shape of皿On一止血era Faraday

m臨血o皿SP∝tra. For也eJ>1 transi血皿A and V畔地皿is sup叩岱ed. The caicda紐d

血ne s血ape is not yet to express tiie obseved one as the且eser血e皿Sides and m喝皿由c field stre喝血

K r原子の準安定準位を下準位とする8 0 0皿m近傍の遷移について､半導体レーザー

を用いて非線形ファラデー回転スペクトルの観漸を行った｡

装置としては図1のような配置のものを用いた｡

Fig. 1　　me此al s鑑up for observation of 地e non-出ear Farad野rotation spectra

811.3nm5 S-5 P遷移について､磁場強度が且.ヰoe-20Oeの場合､低磁場においてレ

ーザー光強度がO. l mW--5mWの範囲で漸定を行ったo

観潮されたスペクトル形状のレーザー光強度に対する変化として､レーザー光強度の

弱い場合は中央に構造のある一つの山型のものが､レーザー光強度の増加にしたがって

二つの山をもつ構造に変化するのがみられる｡

このようなスペクトル形状を説明するために､ゼ-マン分裂した磁気サブレベルにつ

いて､ △m-± 1間の遷移を三準位系として密度行列による運動方程式を解き､種々の

レーザー光強度及び磁場強度にたいするスペクトル形状の計算を試みた｡
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いま関係する遠移がJ > 1の場合は､ A型およびⅤ型の各々の三準位系が同時に関与

するとして､それらの重ね合せとしてスペクトル形状を算出した｡その結果を図2に示

した｡レ-ザ-光強度及び磁場強度を変化させたときのこの計算結果にみられるように

実験で観潮される中央部分の細かい構造はこのモデルで説明するには不十分であると考

えられる｡
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Fig. 2 Numerical calculation of也e血e sh轡e of the瓜皿也n銭虹- Faraday rotation呼ectra
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